
 

 

 

 

 

 

    

 

笑顔とともに学校再開 
校長 望月 重晴 

 

 今年の夏も暑い日が続きましたが、長い夏休みが終わり、学校には子どもたちの元気な

声が戻ってきました。久しぶりに友達と顔を合わせ、笑顔で過ごす姿に、学校が再び活気

を取り戻したことを感じます。いよいよ学校が再開されますが、今まで同様に、子どもた

ちの安心安全を第一に教育活動を進めてまいります。 

さて、子どもたちが夏休みを過ごしている間、私たち教職員は夏休み後の学校再開に向

けて様々な準備を進めてきました。校内の環境整備や授業の準備、教材や教具の点検や片

付けに加え、子どもたちが安心安全に過ごすことができるための人権教育や不祥事防止な

どの研修を行いました。また、８月には、教育委員会が主催する教科ごとの教育課程研究

協議会に参加して、横浜市の教育の方向性を学びました。このように、夏休み後に子ども

たちが安心安全に学校生活を送るため、そして、子どもたちの学びをさらに充実させるこ

とができるために準備をしてきました。一方で、夏休み中は授業が行われていないため、

教職員もそれぞれのペースで時間を調整しながら、休暇を取ったり、自主的な研修に参加

したりすることができる期間でもあります。私は校長として、教職員にはこの夏季休業期

間を、心身のリフレッシュや新たな学びの充電期間として大切にしてほしいと願っていま

す。そして、夏休み後には、心豊かにじっくりと子どもたちとかかわってほしいと思って

います。保護者や地域の皆様に、夏季休業中の私たちのすべての様子をお伝えすることは

難しいのですが、昨今話題となっている教職員の働き方とも関連づけて、少しでもご理解

いただければ幸いです。 

また、８月 23日の夏休み最後の土曜日には、学校の校舎を舞台として、日枝っ子友の

会の皆様が企画運営してくださった「日枝っ子友の会夏祭り『ミステリー学校探検とお化

け屋敷』」が開催されました。当日はたくさんの子どもたちが参加して大変盛り上がりま

した。友の会のこーでぃねーたーやボランティアの皆様は、早い時期から準備に取り掛か

っていらっしゃいました。暑い中のご準備でした

が、日枝っ子のためにお力をいただきました。心よ

り感謝申し上げます。 

夏休みが明けると運動会など、学校行事も盛んにな

ります。これからも、子どもたちが安心して笑顔で過

ごせるよう、引き続き、温かいご支援とご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。 
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